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会  議  録 

会 議 名 令和７年度第３回 辰野町図書館協議会 

開 催 日 時 令和８年３月５日（木）午前９時 00分～９時 45分 

場 所 辰野町立辰野図書館２階会議室 

出 席 者 委員６名中 ４名（事務局：宮澤教育長、福島館長、辰野図書館職員：千田・荻野） 

会 議 次 第 

進行 課長 

１．開会のことば  

２．教育長あいさつ 

３．協議事項（進行 会長） 

１）令和７年度図書館利用状況 

２）令和８年度図書館事業運営・予算 

３）その他 

４．その他 

５．閉会のことば   

会 議 結 果 

３．協議事項（進行 会長） 

１）令和７年度図書館利用状況 

２）令和８年度図書館事業運営・予算 

  辰野図書館職員から一括説明し、質疑を経てご了承いただく。 

３）その他  

発 言 者 発言の内容 

教 育 長 

おはようございます。 

早いようで小中学校の方も残り、来週一週間を残すだけそんな状況になってき

た。今日は第 3 回目の図書館協議会にお忙しい中お集まりいただきありがとうご

ざいます。ようやく厳しい今年の冬も終わったようなそんな気がする。 

さて、7 年度振り返ると、辰野町も非常に大きなテーマを持って取り組んだ一年

だった。特に戦後 80年ということにより、町民に戦争とは何なのか、平和とは何な

のかと改めて訴え、考えていただくそんな一年だったのではないかと大変ありがた

く思っている。今日はそこも含めて 7 年度のまとめと、それから来年度 8 年度への

今後について確認ということになる。 

個人的なことだが、四年前にウクライナが突然ロシアに攻められるのを見たとき

に、一人の思いというか、欲望というかそれで簡単に戦争が起きてしまうのかと感

じた。それから今年の一月、それからここへ来てのイラン、戦争とはこんなに簡単

に一部の人が、あるいは一人の思いだけで簡単に世界が動いてしまう、ある意味怖

い時代になってしまったそんなふうに思っている。 

今年度は一年かけて、戦争、平和について考えていただく機会を図書館として設

け、素晴らしい事業だった。80年経ち日本はこの間は戦争がなかったわけだが、本

当に考えてみるとやはり突然、この日常まで平和を破られるそんなこともあっては

ならないが、心配になる。図書館が果たす役割はそれだけではないが、文化の拠点

でもある辰野町の文化の拠点として、きちんと正しい教養を身につけていただく。
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これも大事なことだと思う。改めて図書館の果たす役割が大きくなってきている、

そんなふうに思っている。 

今日は、7 年度のまとめと、来年度の計画などについて審議していただけたらと

思う。予算査定が終わって議会中だが、来年度の図書館の予算についても報告があ

る。前回第 2 回のときに協議していただいたもの、なかなか実現できない部分もあ

った。大変教育長としても申し訳なく思っているが、よろしくお願いしたい。 

それでは第 3回目の図書館協議会、お願いします。 

会 長 

おはようございます。 

今教育長さんの方からもお話があったが、昨年は図書館の戦後 80 年という企画

で、大変優れた、また内容の濃い様々な企画を遂行していただいた。 

私も含めてみなさん、大変勉強になる機会を与えていただいた。この場を借りて、

関係の皆様のご苦労に感謝を申し上げたい。ありがとうございました。 

今教育長さんの最後のところにあったように、昨今非常に世界の情勢が厳しくな

っている。いつ私達の国も、戦争しないさせないそういう国から、戦争しようと思

えばできるそうした国に、間違って進んでいってしまいそう、そんな気配すら感じ

させる昨今。そういう中で、図書館というものが、本当の正しい情報、それからこ

ういう問題についてしっかり考えるそんな手立てを与えるそういう場であってほし

い、改めてそんなことを思っているところ。 

それから最初に申し上げるべきだったが、図書館の職員の皆さんの折りに触れて

テーマに沿った様々な本の紹介、これを新聞にも掲載されている。そういうような

日頃の努力に改めて感謝申し上げるところ。 

協議会としてなかなか積極的な協力が私自身はできずにいたことを恥じている

が、だからこそ協力し、図書館をますます素晴らしい図書館にしていく。力を尽く

したいと思っているところ。どうぞよろしくお願いします。 

本日は限られた時間だが、テーマに沿って議事を進めさせていただきたいので積

極的なご意見お願いしたい。 

事 務 局 １）～３）を一通り説明 

会 長 

ありがとうございました。図書館利用状況につきまして、何かご質問、ご意見等

ございましたらお願いしたい。 

よろしいか。 

全体的に少し利用者が減っているというような話があった。それから、70歳代 60

歳代の年配の方の利用が多いということで、より若い世代の人たちに少しでも利用

を増やしてもらうような工夫あればと思う。より若い世代への図書館利用の呼びか

けに、図書館として考えていることがあるか。 

事 務 局 

昨年の 12 月の最後の戦後 80 年企画の講演会は、講師たっての希望で、中学高校

にチラシを配ったが、来られたのは中学生一人だった。 

戦後 80 年の昨年の企画に限ってだが、ほとんどが大人向けだったためではない

か。 

また、スプリングライブラリーやサマーライブラリーなどの、図書館で楽しめる

もの。図書館まつりもそうだが、親子や若い世代への呼びかけの工夫をしているが、

昨年図書館まつりは一昨年より 2000人ぐらいの人数が少なかった。雨が降ったこと
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も関係しているのでは。 

図書館に興味を持ってもらうところから始めなければならない。中学は図書館が

充実していると聞く。先日ライブラリーファイルをいただいた。各学校の図書館で

やっている事業というのは参考になる。 

委 員 A 

国立美術館と国立博物館の益を 1.5 倍から 3 倍にしないと閉鎖するような処置を

取るという方針が出されたというのでおどろいた。もう強く豊かな、文化とか芸術

は税金の使い道に含まれてないのだなと思い、愕然とした。そういう流れで、図書

館協議会のことを考えたときに、国のトップがそういった姿勢のため、図書館の予

算がどんどん縮小されていくのではないか。 

確かに美術館などは入場料を取るので、図書館とはまた違うところはあるが、そ

ういう流れにならなければいいと切に思う。 

やはりエレベーターはすごくお金がかかる。それが実現するかどうかはともかく

として、町の町長の施政方針演説では、道の駅つくりだとか、そういうソフトでは

なくてハードなものを充実させたいようだが、図書館エレベーターのようなソフト

とハードの中間も考えていただきたい。 

民度の尺度として、弱者にやさしい図書館であって欲しい。 

会 長 

今話の中に美術館の話が出たが、いずれにしても公共図書館、それから美術館等

を含めて、そもそも営利目的でない。 

そういう施設については、対費用効果みたいなもので測ることはができないわけ

だが、現実問題としてはなかなか予算が厳しい。私達が望むようなことにはなかな

か使われないという現状がある。そういう中で、個人的な意見だが、ニーズがこれ

だけあるのだということを現実的にデータとしても状況的にも起こし、何かきちん

とアピールすることがないとなかなか難しい。先ほどの話ではないが、利用者が減

っているというのが、顕著な形で続くと予算整備もなかなか厳しいのでは。 

ただあくまでも忘れてはいけないのは、費用に対してどれだけの効果があるかと

いうことを、単純に数字だけでは判断できない。必要なものは仮に多少なりともお

金がかかり、一見無駄なことに思えることも、公共図書館のあり方でできると思っ

ている。 

ただ現実問題として、今本一冊買うにしてもどんどん値上がりをして、今までの

予算で買えた 7 割 8 割のものしか買えないような状況がきっとあるのではないかと

思う。 

会 長 次の事業計画について意見等あるか。 

会 長 

一番下の管理事業に関わることだが、すでに進んでいることかもしれない。間違

っていたら申し訳ない。 

防犯カメラを置くという話について。 

皆さんご記憶だと思うが、今年の 2 月に福岡の図書館で、不審者が入り警備員の

男性含む三人を刺した事件があった。死亡事故にならなかったが、そんな大変な事

件があった。 

夜 6 時から 7 時ぐらいの時間帯にそんな事件があったと知り、以前辰野図書館に

不審な人がきたと聞いたことを思い出した。防犯対策みたいなことも、こういった

事件が起こり、必要性を改めて感じるわけだが。 

事 務 局 

重複するかもしれないが、昨年度末にさすまたを置いた。今年度は一階フロアに

防犯カメラの設置をした。 

一階と二階の各所に防犯カメラ作動中という掲示を多めに掲示している。 

会 長 もし何かあったときはどういう連絡システムになっているか。 
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事 務 局 
大声出されたらすぐ連絡するようにと、警察の方から言われている。 

必ず複数で対応することと、もう一人がすぐ電話できるようにしている。 

会 長 ここは警察が立ち寄り場にはなっていないのか。 

事 務 局 
不審な行動が多かったときには見守りを増やしていただいた。 

最近はないが、要するにいつでも連絡できるように連携している。 

委 員 A 東小が図書館に来たということだが、それはどうなったか。 

事 務 局 

オペレッタフェスティバルの前のリハーサルで町民会館に訪れたときにあわせ

て、図書館の使い方もみんなで習いたいとのことで二日間来ていただいた。一日目

は町の図書館の使い方と、カードを持っている方は自分たちで選んで借りて、カー

ドを持っていない方は、そこでその場で好きな本を読んでいただいた。 

二日目は、職員が二冊ほど読み聞かせし、各自本を読み帰っていただいた。 

委 員 A 登録者数が増えるなどはしたか。 

事 務 局 

図書館に来る前に先生が、もしカードがなくて借りたいという場合はあらかじめ

登録をしてくださいという通知を出してくださった。 

一組か二組は多分東小の子ではないかという登録の方がいらっしゃった。 

委 員 B 

中学校は、昨年度の委員長が頑張っていろいろ企画し、貸し出しが伸びていった。

今年度の委員長は超えられるかなと思ったが、今年度もそれを超えられて 1 人平均

が伸びた。一人当たり 30.1冊。 

昨年度箕輪や南箕輪の方は 20冊台なのでかなり高い数値。 

先ほどの予算の話は本当に身に染みる。利用が減ると予算を減らされてしまうの

ではないかと、学校の方としても不安がある。学習に必要な量はもちろんあるが、

貸し出し数となるとこの仕事に就いてからずっと悩んでいる。数字でしか示せない

ということがつらいが、司書として子どもと対峙していれば本にすごく興味を持っ

ている、読む意欲が増している、といったことをそれなりに感じることがある。し

かしそれをほかの方に伝えることが難しく、どうしても数になってしまうことはつ

らい。 

今、中学でリクエストもらった場合に、リクエストされた一冊だけではなく、関

連する本を二冊ほど学校として買っておく。また、それに付随した読み物も買い、

生徒にリクエスト本を手配する際紹介する。ライブラリーファイルにも書いたが、

周辺のものを入れてみるといったことをしている。私の個人的な選書だけではなく

いろんなジャンルの方向性で本を入れられるのではないかと思い、取り組みをして

いる。 

3年生の選書会は、2年生で興味が落ちてしまう。3年生 6月に選書会をすると、

本当に楽しかった、またやりたい、あんなにたくさん新しい本があるとは知らなか

ったと感想が出る。良い反応が多く、その後の 3 年生は読書に対して、意欲がある

という形になっている。2 年生として少し落ちてもでも 3 年生になってそれ以上落

ちない。 

委 員 A 

最近、スウェーデン等で、デジタル教科書を採用して使う弊害として、集中力が

落ちるなどが統計的にわかり、デジタル教科書をやめて紙に戻るとのニュースを見

た。同じようにスウェーデンだけではなく、早くにデジタル化した国々がその方向
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に向かっている。デジタルではない紙の価値などを、学習に関係してアピールがで

きるといいのでは。 

学習能力ということに関連して、デジタルでメモするのではなく、紙に書きだす

ことによって記憶に定着するのではないか。 

日本は 2030年度までにデジタル教科書へ向かっていくとの方針が出ている。これ

は逆行しているというか、他国で失敗したことをやるのかとも思う。 

会 長 

要望だが、先ほど催しについては、いろいろな楽しい催しが用意されていると記

憶している。 

冒頭の教育長さんの挨拶の中にもあった通り、今まさに戦争が起きている。大変

な昨今だが、昨年の戦後 80年の企画は総じて、過去の戦争を振り返りその過ちから

何を学ぶかということが主だった。今度は、今まさに起こっている戦争については

どうか。朝、目が覚めると戦争が起きていた、といった時代になっている。しかも、

一個人の思惑で戦争が始まってしまう。本当に危機的な状況という意味でも、現代

の戦争について考える、そういうテーマ、それから憲法の改正みたいなことも言わ

れている、そういうことについても考えるような機会になればと思う。 

熱心なご答弁ありがとうございました。 

以上をもちまして協議を終わらせていただきたい。 

   閉  会 


